
（２） ２００４．４．１１

に
答
申
が
あ
り
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
中
学
校
の
生
徒

に
つ
い
て
も
給
食
を
実
施
し
て
欲
し
い

と
い
う
根
強
い
保
護
者
か
ら
の
要
望
に

対
し
て
、
今
ま
で
、
廃
校
に
な
っ
た
小

学
校
の
給
食
室
を
再
利
用
す
る
方
法
、

あ
る
い
は
市
内
に
１
箇
所
セ
ン
タ
ー
を

新
設
す
る
方
法
な
ど
を
検
討
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
調
理
施
設
の
能
力
の

問
題
、
市
の
財
政
事
情
な
ど
か
ら
、
新

た
な
方
法
と
し
て
、
民
間
委
託
に
よ
る

「
弁
当
併
用
外
注
給
食
方
式
」
を
採
用

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

○
目
的　

学
校
給
食
法
に
基
づ
い
て
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
の
健
康
増
進

を
図
り
、
併
せ
て
正
し
い
食
習
慣
を
身

に
つ
け
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
ま
す
。

○
方
式　

従
来
ど
お
り
家
庭
か
ら
の
弁

当
持
参
に
す
る
か
、
調
理
業
者
が
調
理

し
学
校
に
配
送
す
る
主
食
、
副
食
を
別

々
の
容
器
に
盛
り
付
け
た
ラ
ン
チ
ボ
ッ

ク
ス
に
よ
る
給
食
に
す
る
か
を
選
択
し

て
い
た
だ
き
ま
す
（
弁
当
併
用
外
注
給

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
本
年
１
月
に

学
校
長
、
父
母
代
表
、
学
識
経
験
者
等

で
構
成
さ
れ
る
「
第
９
期
町
田
市
学
校

給
食
問
題
協
議
会
」
（
会
長　

小
川
裕

子
氏
）
を
設
置
し
、
教
育
委
員
会
で
策

定
し
た
「
町
田
市
立
中
学
校
給
食
実
施

計
画
」
に
つ
い
て
諮
問
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
食
の
安
全
性
、
給
食

の
方
式
な
ど
実
施
計
画
全
般
に
わ
た
り

意
見
交
換
、
討
議
が
な
さ
れ
、
こ
の

度
、
教
育
委
員
会
に
対
す
る
要
望
事
項

を
盛
り
込
ん
だ
上
で
、
「
実
施
計
画
に

基
づ
き
実
施
す
る
よ
う
に
」
と
教
育
長

実
施
計
画
策
定
ま
で
の
経
緯

千円表１　医療給付費
１６年度見込１５年度見込１４年度（１１か月分）１３年度１２年度
１９，５６５，０２９１８，４９７，３０７１４，９９６，７８４１５，４９３，９０７１４，９２９，５２５

千円表２　介護納付金の額
１６年度見込１５年度見込１４年度１３年度１２年度
１，８５６，３６３１，５１５，８５０１，２９０，８７５１，２１２，１１１１，０３７，２９７

千円表３　国民健康保険事業への一般会計からの繰入金
１６年度見込１５年度見込１４年度１３年度１２年度
３，３５６，０３２３，１１４，７６２２，５２７，１９０３，３４９，３９６２，７００，０００

「「町町田田市市立立中中学学校校
給給食食実実施施計計画画」」

ににつついいてて答答申申ががあありりままししたた

食
方
式
）
。　

○
年
次
計
画　

２
０
０
５
年
度
か
ら

２
０
０
９
年
度
ま
で
の
５
年
間
で
武
蔵

岡
中
を
除
く　

校
で
実
施
し
ま
す
。

１９

２
０
０
５
年
度
は
３
校
、
以
降
各
年
度

４
校
ず
つ
実
施
し
て
い
き
ま
す
。　

○
献
立　

教
育
委
員
会
の
栄
養
士
が
月

単
位
で
作
成
し
ま
す
。
「
栄
養
所
要

量
」
に
つ
い
て
は
、
都
の
基
準
を
基

に
、
「
食
品
構
成
」
に
つ
い
て
も
都
の

基
準
を
参
考
に
し
て
作
成
し
ま
す
。

◯
食
材　

調
理
業
者
が
使
用
す
る
食
材

に
つ
い
て
は
、
な
る
べ
く
遺
伝
子
組
み

換
え
食
品
を
避
け
る
な
ど
基
準
を
設
け

守
っ
て
い
き
ま
す
。

◯
衛
生
面　

調
理
業
者
の
施
設
に
つ
い

て
は
、
衛
生
管
理
の
基
準
を
設
け
徹
底

し
て
い
き
ま
す
。

○
給
食
の
申
し
込
み　

事
前
に
生
徒
、

保
護
者
に
献
立
表
を
配
付
し
、
月
単
位

で
学
校
を
通
し
て
申
し
込
み
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
保
護
者
の
方
に

は
給
食
費
と
し
て
食
材
費
相
当
分
を
ご

負
担
い
た
だ
き
ま
す
。　

※
教
育
委
員
会
で
は
、
調
理
、
配
送
の

業
者
を
募
集
し
ま
す
。
詳
細
は
改
め
て

広
報
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

□問
 

学
務
課
11
７
２
４
・
２
１
７
７

小小田田急急線線町町田田駅駅改改札札内内にに
トトイイレレがが新新設設さされれままししたた
車いす、オストメイト、子育て設備に配慮しまし車いす、オストメイト、子育て設備に配慮しましたた

　小田急線町田駅改札内のトイレが完成
し、３月２０日から利用を開始しました。
町田駅は、新宿駅に次いで乗降客（１日
約２８万人）が多く、改札内のトイレ整備
が望まれていました。
　このトイレには、オストメイト（＝注
１参照）対応の多目的トイレ（車いす対
応型）を男女別に設置するとともに、オ
ムツ替えシートや乳児を座らせるベビーチェアを設けていま
す。工事は、小田急電鉄が鉄道駅バリアフリー化事業として実
施しました。２０００年度のエレベーター整備と同様に、整備の一
部に市と都が補助を行っています。なお、東口改札の外にある

トイレは存続されます。

真真
光光
寺寺
市市
営営
住住
宅宅
のの

入入
居居
がが
始始
まま
りり
まま
しし
たた

　

昨
年
９
月
に
募
集
し
た
真
光
寺
市
営

住
宅
（
真
光
寺
２
丁
目　

番
１
）
の
入

１８

居
が
４
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
市
営
住
宅
は
、
北
東
側
が
川
崎
市

に
隣
接
し
市
境
沿
い
に
尾
根
道
が
あ

り
、
北
西
側
に
は
前
面
道
路
を
挟
ん
で

戸
建
て
住
宅
が
建
っ
て
い
ま
す
。
全
体

の
構
成
は
１
号
棟　

世
帯
、
２
号
棟　

３０

３０

世
帯
、
３
号
棟　

世
帯
（
２
Ｄ
Ｋ　

世

４０

５０

帯
、
３
Ｄ
Ｋ　

世
帯
）
と
集
会
所
棟
と

５０

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
・
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
「
全
て
の
人
の

た
め
の
デ
ザ
イ
ン
」
の
考
え
方
を
導
入

し
、
集
会
所
棟
は
市
営
住
宅
で
初
め
て

の
屋
上
緑
化
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
入
居
募
集
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。

□問
 

住
宅
課
11
７
２
４
・
１
１
３
０

　

若
者
た
ち
に
よ
る
実
行
委
員
会
が
企

画
・
運
営
す
る
成
人
式
の
新
し
い
カ
タ

チ
「
二
十
祭
ま
ち
だ
」
が
、
「
第
４
回

成
人
式
大
賞
２
０
０
４
」
（
新
成
人
式

研
究
会
主
催
、
文
部
科
学
省
後
援
）
の

審
査
委
員
会
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

昨
年
度
の
「
二
十
祭
ま
ち
だ
」
は
ス

ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
、
「
サ

ッ
カ
ー
の
ま
ち
、
町
田
」
展
、
こ
だ
わ

り
市
場
、
フ
ッ
ト
サ
ル
や
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
番
組
制
作
な
ど
を
企
画
・
運
営

し
、
成
人
式
当
日
は
、
町
田
市
出
身
の

元
日
本
代
表
サ
ッ
カ
ー
選
手
北
澤
豪
さ

ん
か
ら
熱
い
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
、
新
成

人
は
、
自
分
た
ち
の
主
張
を
音
楽
に
乗

せ
て
披
露
し
ま
し
た
。

　

３
月　

日
に
実
行
委
員
の
若
者
た
ち

１９

が
寺
田
市
長
に
受
賞
の
報
告
を
し
、
次

回
に
向
け
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

市
の
国
民
健
康
保
険
は
約
７
万
５
千

世
帯
、
約　

万
人
の
方
の
健
康
保
持
・

１４

増
進
を
支
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
国
民
健
康
保
険
財
政
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
急
速
に
進
む
高
齢
化

に
伴
う
医
療
給
付
費
の
増
加
や
、
長
引

く
景
気
低
迷
に
よ
る
税
収
へ
の
影
響
な

ど
で
非
常
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
医
療
分
と
、

　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方
に
負
担
し
て

４０

６５

い
た
だ
い
て
い
る
介
護
分
が
あ
り
ま

す
。
医
療
分
に
つ
い
て
は
、
平
成
８
年

に
現
行
税
率
等
に
改
定
し
て
以
来
、
税

率
等
の
改
定
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

介
護
分
は
、
国
へ
支
払
わ
れ
る
介
護
納

付
金
の
額
に
伴
っ
て
毎
年
税
率
等
を
改

定
し
て
い
ま
す
。

　

本
来
、
国
民
健
康
保
険
の
運
営
は
、

保
険
税
、
国
庫
負
担
金
等
に
よ
り
賄
う

実
施
計
画
の
主
な
内
容

「 
二  
十  
祭 
ま
ち
だ
」を

に 

じ
ゅ
っ 
さ
い

一
緒
に 
創 
ろ
う
！

つ
く

　

今
年
度
の
「
二
十
祭
ま
ち
だ
」
の
実

行
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
新
成
人

が
主
役
の
楽
し
く
思
い
出
に
残
る
成
人

式
を
一
緒
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
ま
せ
ん

か
。

○
対
象　

「
二
十
祭
ま
ち
だ
」
に
関
心

の
あ
る
、
原
則
と
し
て　

〜　

歳
の
方

１８

２２

□問
 

社
会
教
育
課
11
７
２
４
・
２
７
５
６

様々な機能が整備されました

新
設
さ
れ
た
ト
イ
レ

新設された真光寺市営住宅

屋上緑化された集会所棟

べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
実

に
は
、
医
療
給
付
費
、
介
護
納
付
金
の

増
加
に
伴
い
、
相
当
額
を
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
を
受
け
て
い
る
の
が
現
状

で
す
（
表
１
、
２
、
３
参
照
）
。

　

町
田
市
で
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
を
是
正
し
、
国
民
健
康
保
険
財
政
を

健
全
で
安
定
し
た
も
の
に
す
る
た
め
、

平
成　

年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
か
ら

１６

表
４
の
と
お
り
税
率
等
を
改
定
し
ま
す

の
で
ご
理
解
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

□問
 

国
保
年
金
課
11
７
２
４
・
２
１
２
４

報告に訪れた実行委員の皆さん

昨年度の「二十祭まちだ」のステージ

国
民
健
康
保
険
税
率
等
の

国
民
健
康
保
険
税
率
等
の

改
定
に
つ
い
て

改
定
に
つ
い
て

幅幅広広いい参参加加型型のの成成人人式式

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」ががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが
に じゅっ さい

成人式大賞審査委員会特別賞
を受賞しました

表４　国民健康保険税率等
介護分医療分

改定後
（平成１６年度）

改定前
（平成１５年度）

改定後
（平成１６年度）

改定前
（平成１５年度）

０．９９％０．９５%５．００％４．８５％所得割額
７，２００円６，６００円２３，４００円２２，２００円均等割額（１人当たり）
変更無し２，７００円変更無し１２，０００円平等割額（１世帯当たり）
変更無し８０，０００円変更無し５３０，０００円限度額（１世帯当たり）

国民健康保険税の計算の仕方
　例　　３人世帯の場合   
　　　　８０歳の母　　　平成１５年の総所得額　　１，０００，０００円
　　　　５０歳の世帯主　平成１５年の総所得額　　１，２００，０００円
　　　　４５歳の妻　　　平成１５年の総所得額　　　　　　０円
　医療分   
　　母親の所得割額（Ａ）（１，０００，０００円－基礎控除３３０，０００円）×０．０５＝３３，５００円
　　世帯主の所得割額（Ｂ）（１，２００，０００円－基礎控除３３０，０００円）×０．０５＝４３，５００円
　　妻の所得割額　　　　なし
　　均等割額（Ｃ）　　　　　　　 ２３，４００円×３人＝７０，２００円
　　平等割額（Ｄ）　　　　　　　　　　　　　　　 １２，０００円
　　医療分年税額　　　　　　　Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＝１５９，２００円
　介護分    
　　世帯主の所得割額（Ｅ）（１，２００，０００円－基礎控除３３０，０００円）×０．００９９＝８，６１３円
　　妻の所得割額　　　　なし  
　　均等割額（Ｆ）　　　　　　　　７，２００円×２人＝１４，４００円
　　平等割額（Ｇ）　　　　　　　　　　　　　　　　２，７００円
　　介護分年税額　　　　 Ｅ＋Ｆ＋Ｇ＝２５，７１３円＝２５，７００円
　平成１６年度国民健康保険税　　　　　　　１８４，９００円（１５９，２００円＋２５，７００円）
※国民健康保険税の控除は、所得税や市都民税に適用されている扶養控除や医療
費控除などの各種控除は適用されず、基礎控除（３３万円）の適用だけとなります。

注１　病気等による人工肛門・人
工膀胱保有者をオストメイトと
呼びます。全国で２０万人以上の
方がおられます。

　補助事業についてのお問い
合わせは福祉総務課（11７２４・
２１３３6７２４・１１８７）へ。


